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ABSTRACT 

This study clarifies factors associated with nurses' intentions to continue working in A 

prefecture. The study investigated the attitudes of 2，238 nurses， working at 39 institutions， 
toward continuing to work， recognition from others， work satisfaction， and desirable workplace 
environments. Binomial logistic regression analysis found that the most significant factor 

associated with positive feelings toward continuing work was good health. Relationships with 

other staff， the nursing management system， nursing orientation， innovation， working conditions， 
and salary were also associated with a sense of recognition for one' s work. W orking conditions， 

attitude toward nursing， and workplace relationships were associated with work satisfaction. 

Good interpersonal relations and ability to work after retirement were associated with a positive 

workplace environment. When staff continue to work beyond the age at which they could retire 

and when they work well together in the workplace environment， these factors suggest that the 

organization is a fulfilling and rewarding place for promoting good relationships. Moreover， th巴

organization should be flexible， taking into account individual lifestyles and methods of working 

in addition to measures concerning age. (Accepted on October 3， 2014) 
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はじめに

看護師の離職については近年大きな問題となっ

ている 日本看護協会の 12009年病院における

看護職員需給状況調査Jによると，病院勤務の看
護職員は年間約4万7千人が新卒看護師として就業

しながら，年間約10万5千人が離職していると推

計されている1) 看護師等が挙げる退職(したい)

理由としては，結婚，出産・育児など生活上の理

由や，人間関係，他施設(分野)への興味のほか，

超過勤務が多い，休暇がとれない・とりづらいな

どが報告されている2，3) 日本看護協会は， 1専門

職として働きがいのある労働条件の整備」と「生

活者としての適切なワーク・ライフ・バランスの

実現jをビジョンに掲げ， 2007年より「働き続け

られる職場づくり(看護職確保定着推進事業)J

に取り組んで、きた.2011年度，看護職員離職率は

常勤10.9%，新卒7.5%で， 4年連続で減少してお

り4) 離職低下の要因として，労働条件の改善や

教育研修体制の整備に取り組む病院が徐々に増え

ていることが考えられたしかし看護職の労働

条件・労働環境は依然厳しく，大量離職が看護現

場を脅かしている.

厚生労働省の第七次看護職員需給見通しによる

と，看護職員の需要は2011年の約140万4千人から，

2015年には約150万l千人に増加すると見込まれて

いる また，資格を有していながら看護師等とし

て就業していない潜在看護師は55万人~65万人と

もいわれており，そのうち再就業している看護師

は推定8万人と報告されている5) 看護職員確保の

ためには，就業している看護師の定着の促進およ

び潜在看護師の再就業の促進，離職防止に重点を

置いた対策を進めることが課題となっている.

A県においても， 2015年には看護職員の需要

8，832人に対して， 238人の不足が見込まれており，

看護職員確保対策は急務である.そこで本研究は，

A県に勤務する看護職者の就労継続意志に関連す

る要因を明らかにし働き続けるための支援のあ

り方を検討することを目的とした.

対象および方法

調査対象と調査期間

A県内の病院および有床診療所39施設に勤務

する看護職員4，220名を対象に，無記名自記式質

問票を用いた個別投函方法により調査した.調

査期間は2012年7月 ~9月であった 2，248名から

回答を得(回収率53.3%)，2，238名(有効回答率

99.60/0) を分析対象とした

調査内容

本研究では，中山らの「看護婦の仕事に対する

価値のおき方と満足度J6)の尺度を参考に概念枠
組みを構成した看護職者の個人的要因，仕事に

対する認識に関する組織的要因・専門性要因，仕

事の満足度，職場環境が就労継続意志とどのよう

に関連しているかを分析し， A県に勤務する看護

職者の就労継続と定着に向けた支援のあり方を検

討した.

対象者の基本属性については，性別，年齢，経

験年数，職種，職位，最終学歴，勤務形態，夜勤

回数，健康状態，メンタルヘルス相談窓口の利用

希望，転職経験の有無とその理由について尋ねた

就労継続意志については， 1現在勤務している職
場で仕事を続けようと思うか」という質問に対し

て， 1はいJ1いいえJの2者択ーにより回答を求
めた

仕事に対する認識と仕事の満足度については，

中山らの「看護婦の仕事に対する価値のおき方と

満足度J6)の尺度を用いた.尺度の使用にあたっ
ては，事前に作成者の承諾を得た 仕事に対する

認識は， 4つのスケール， 18サブスケールから構
成される.1全く思わない (1点)Jから「非常に
思う (5点)Jの5件法により回答を求め，サブス

ケールごとに平均点を算出した 否定形の質問項

目は点数を逆転換算した以下にスケールをrl 
サブスケールをグダグyクダで、示す. r管理シス
テムJスケール (15項目)は，病院の中での看護
部門スタイルに対する受け止め方についての質問

で，必拷タタ奈11é疲'!J~会，説委主ヂgニンステ

ム手ナグアア77'の灘公のサブスケーlレからな
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る 『仕事上の人間関係Jスケール (26項目)は，
ケアを提供する上での人間関係や相互作用の受け

止め方についての質問で.;;;タグプ庫の'A原湾液

E滋1feo A!f;J /J{!ff， jlf 1fとの'A局湾摂家笈との
ベ局滞緩矛1ffif61fe o A!f;J /J!J孫持ダ(1)jJfj!ff
Sのサブスケールからなる 『専門職↑生Jスケー
ル (12項目)は，患者にケアを提供する時間を十

分にもてていると感じているか，仕事上の決定権

や判断や取り組みに対する主体性・自律性の受け

止め方，看護の仕事を人に誇れる仕事として意識

しているかについての質問でに手庁綾震溺，成宕

彦• E!I$/!f.ナア濯然厳;修のサブスケールからな

る 『看護師としての自己実現』スケール (10項

目)は，専門職業人としての能力をどのように発

揮しているか，看護師としてのやり甲斐をどのよ

うに見出しているかについての質問で，矛嘉吉7政
控 lIlJ1D!;;i滞在，減法活%:$;クのサブスケール

からなる.仕事の満足度は，給料，労働条件，看

護部の管理のあり方，看護師の白律性，職場の人

間関係，看護に取り組む姿勢，看護ケアの質の7

項目からなる.総合的にみた満足度に関する質問

で. I全く満足していない (1点)Jから「非常に
満足している (5点)Jの5件法により回答を求めた.

働き続けるために望む職場環境(以下，職場環

境)については，育児支援策の充実，福利厚生の

充実，通勤の利便性，人間関係の良三勤務時間

の柔軟性，短時間勤務，休暇のとりやすさ，給与，

夜勤軽減体制，医療安全対策の充実，看護配置の

充実，看護ケアの充実，教育体制の充実，キャリ

アアップの機会，相談体制の充実，定年後も働け

るしくみの16項目について尋ねた.I全く思わな
い (1点)Jから「非常に思う (5点)Jの5件法に

より回答を求めた.

分析方法

年齢と就労継続意志の関係についてX二乗検定

により確認した.就労継続意志に関連する要因と

して，基本属性，仕事に対する認識，仕事の満足度，

職場環境については.I就労継続意志」を従属変
数とする二項ロジスティック回帰分析(変数減

数法)を行なった独立変数として，就労継続意

志は無=0.有=1で2値変数を設定し，オッズ比

(OR : Odds Ratio)および95%信頼区間 (95%CI: 

95% Confidence Interval)を求めた.調整変数は

年齢，性別，勤務年数を投入した 基本属性以外

については，全体および年齢階級別で要因分析を

行なった 統計学的検討は有意水準50/0未満とし，

統計処理はSPSSVer21.0を用いた

倫理的配慮

対象者には，質問票配布の際に研究目的，方法，

調査協力は自由意思によること，質問票を返送後

は個人の特定ができないため同意の撤回はできな

いことを文書にて説明した質問票の返送を以っ

て研究協力の同意を得たものとした.なお，本研

究は鳥取大学医学部倫理審査委員会の承認(承認

番号1919)を得て実施した.

結果

調査対象者の特徴

対象者の平均年齢は40.0:t 11.4歳であり，年

齢階級別では30歳代が602名 (27.0%) と最も多

く，次いで40歳代565名 (25.3%).20歳代515名

(22.7%に50歳代以上545名 (20.4%)であった.
全体の2.109名 (94.2%)が女性看護師であり .1.728

名 (77.2%)がスタッフとして仕事をしていた.

勤務形態は3交代もしくは2交代勤務をしている人

が1.345名 (60.2%)で，夜勤回数は月平均6.52:t 

2.7回であったー現在の健康状態については.1.490 
名 (66.6%)の人が健康であると自覚していた.

現在，勤務している職場にメンタルヘルスに関す

る相談窓口があると答えた人は1.571名 (70.2%)

で，相談窓口を必要な時に利用したいと希望する

人は820名 (36.6%)であった.看護職として異な

る施設に就職した経験がある人は963名 (43.0%)

であった

現在の職場で就労を継続する意志が「有るJと
答えた人は1.636名 (73.1%). I無い」と答えた人
は573名 (25.6%)であった. また.I無いjと答
えた人の就労継続困難の理由は.Iもっと労働条
件のよい職場に移りたい (33.3%)Jが最も多く，
次いで「関心領域の仕事ができる職場に移りた

い (20.0%)J. I休息のために一時的に辞めたい
(16.0%) J. I結婚・出産・育児等のために一時的
に辞めたい(15.3%)Jであった.年齢階級別の
就労継続困難の理由を図lに示す 年齢と就労継

続意志の関係についてX二乗検定を行なった結

果.0.1 %水準で有意な関係が認められた(表1).
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現在の職場で就労を継続する意志が「無い」と答えた人の就労継続困難とする理由の割合を

年齢階級別で比較した

表1 年齢階級別にみた就労継続意志のクロス集計

20歳代 30歳代
(n = 507) (n = 600) 

年齢階級

有
334 445 
(65.9%) (74.2%) 

継続意志

生正
173 155 
(34.1%) (25.8%) 

帥:p < 0.001 

就労継続意志に関連する要因

基本属性では， 11項目のうち，年齢 (OR:1.02)， 

健康状態 (OR:1.48)，夜勤回数 (OR:0.95)が就

労継続意志有に影響する有意な要因として選択さ

れた 最も関連を示した健康状態について「症状

有で治療していない」を基準カテゴリとして比較

したところ， i症状有で治療中」はOR:1.53，i健康」
はOR:2.23で，健康状態が良好で、あるほど就労継

続意志の促進に強く関連していた(表2). 

仕事に対する認識では， 18サブスケールのうち，

Xタグプ厳正クノ;[j!!J d!!1# (0 R: 1. 7l) ，矛'Iiff!l'ニンズ
コロ (OR:1.59)， .:lデZぷO.1d (OR:1.49)， ø:~富才
(OR:1.24)， jJj，進歩五if:f#e tJfjelj/$4 (OR:1.22)， 尉
拶 (OR:1.20)，jlf:fft eのAsf，原須 (OR:O.72)が
就労継続意志有に影響する有意な要因として選択

された.年齢階級別では， 20歳代では看護のやり

40歳代 50歳代 60歳代以上
(n = 555) (n = 450) (n = 86) x2イ直

428 359 62 
(77目1%) (79.8%) (72.1%) 

28.21山
127 91 24 
(22.9%) (20.2%) (27.9%) 

がいや手応えに関する喜子'!Alf.'OJdが最も有意で

あった 30歳代以降はスタァア原のノ《厚原須が最

も有意であり，特に50歳代で強い関連を示した.

また， 40歳代においては，ズグ:y7j!!Jr;，フノペ庫原須

とならびYfflj;条/#e/1#(//$4が強い関連を示した
(表3). 

仕事の満足度では， 7項目のうち，労働条件

(OR:1.62) ，看護に取り組む姿勢 (OR:1.55)，職

場の人間関係 (OR:1.23)が就労継続意志有に影

響する有意な要因として選択された年齢階級別

では，すべての年代で，労働条件と看護に取り組

む姿勢や看護職の自律性に関して満足しているこ

とが強い関連を示し特に40歳代， 50歳代でその

傾向が顕著であった(表4)ー
職場環境では， 16項目のうち，人間関係

(OR:1目34)，定年後のしくみ (OR:1.l8)が就労継
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表2 二項目ジスティック回帰分析による基本属性における要因分析

OR 
95%C1 

P1J直
下限 上限

20歳代 1.00 

30歳代 1.60 1.19 2.17 

40歳代 1.63 1.19 2.24 

50歳代 2.26 1.53 3.33 

症状有治療無 1.00 

症状有治療中 1.53 1.02 2.28 

2.23 1.63 3.06 

夜勤7回未満 1.00 

夜勤7回以上 0.70 0.56 0.89 

従属変数.就労継続意志(0:無 1:有)
投入変数'年齢，勤務年数，現在施設勤務年数，夜勤回数，健康状態，職種，職位

事 p< 0.05，判 p< 0.01 
OR : Odds Ratio 
CI : Confidence Interval 

表3 二項ロジスティック回帰分析による仕事に対する認識における要因分析

年齢階級 サブスケール OR 
95% C1 

p値
下限 上限

労働条件と福利厚生 1.53 1.11 2.11 

20歳代 看護管理システム 1.87 1.27 2.76 

看護志向性 2.09 1.37 3.20 

看護管理シスァム 1.72 1.22 2.43 

30歳代
スタッフ間の人間関係 1.85 1.28 2.68 

看護志向性 1.68 1.14 2.46 

変草力 1.52 1.07 2.17 

給料 1.43 1.04 1.97 

40歳代
労働条件と福利厚生 1.60 1.12 2.30 

スタッフ聞の人間関係 1.60 1.02 2.51 

変革力 1.58 1.13 2.21 

スタッフ聞の人間関係 2.84 1.67 4.81 

50歳代 看護志向性 1.61 1.02 2.56 

ケア提供時間 1.76 1.11 2.77 

従属変数:就労継続意志(0:無 l有)
調整変数:性別，勤務年数

• p < 0.05，帥 p< 0.01 
OR : Odds Ratio 
CI : Confidence Interva1 
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表4 ニ項口ジスティック回帰分析による仕事の満足度における要因分析

年齢階級 仕事への満足度 OR 
95% CI 

p値
下限 上限

労働条件 1.78 1.29 2.45 

20歳代 看護部の管理 1.43 1.02 2.01 

看護に取り組む姿勢 1.84 1.32 2.56 

労働条件 1.41 1.05 1.89 

30歳代
看護部の管理 1.48 1.03 2.12 

看護職の自律性 1.63 1.11 2.38 

職場の人間関係 1.35 1.06 1.72 

労働条件 2.29 1.66 3.14 

40歳代 職場の人間関係 1.39 1.01 1.92 

看護に取り組む姿勢 2.09 1.40 3.11 

労働条件 1.90 1.27 2.86 
50歳代

看護に取り組む姿勢 2.00 1.39 2.88 

従属変数・就労継続意志(0・無 1 :有)
調整変数性別，勤務年数

• p < 0.05. 榊 p< 0.01 
OR : Odds Ratio 
CI : Confidence Interval 

表5 二項ロジスティック回帰分析による職場環境における要因分析

年齢階級 職場環境

20歳代
育児支援

人間関係

人間関係

30歳代 相談支援体制

定年後のしくみ

40歳代
勤務時間

教育体制

50歳代
人間関係

短時間勤務

従属変数ー就労継続意志(0:無 l有)
調整変数:性~Ij.勤務年数

事 p< 0.05. 糾 p< 0.01 
OR : Odds Ratio 
CI: Con白denceInt巴rval

続意志有に影響する有意な要因として選択され

た 年齢階級別では.40歳代以外の年代で，人間

関係が最も有意であった目また.20歳代は育児支

援体制.30歳代は相談支援体制と定年後のしくみ，

95% CI 
p1j直OR 

下限 上限

1.32 1.01 1.73 

1.41 1.06 1.86 

1.56 1.19 2.04 

1.36 1.06 1.74 

1.29 1.04 1.59 

1.37 1.04 1.81 

1.53 1.17 2.00 

1.49 1.07 2.08 

1.45 1.09 1.93 

40歳代は教育体制が有意で、あった.さらに.40歳

代は勤務時間.50歳代は短時間勤務が有意で、あっ

た(表5). 
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考察

現在の職場で就労を継続する意志については，

73.1 %の人が「有る」と答えていた 厚生労働省

の2011年看護職員就業状況等実態調査2)の64.0%

と比べ，仕事を続けられると思っている人が多

かった 看護職員離職率においても.A県は常勤

看護職員7.5%.新卒看護職員2.1%で全国平均(常

勤10.9%，新卒:7.5%)を大きく下回っているこ

とから4¥働きやすい労働環境に恵まれているこ
とが推察される. しかし，就労を継続する意志が

「無い」と答えた人の仕事を辞めたいと思う理由

は，定年を控えた50歳代以外で「もっと労働条件

のよい職場に移りたいJが最も多かった.よい労
働条件として望むことはライフスタイルによって

一人一人異なることから，働き方に対する柔軟な

対応により職務以外の役割との両立の実現可能性

を高め，生活者として適切なワーク・ライフ・バ

ランスを保てるよう支援していくことが重要であ

るー

基本属性の中で就労継続意志有に最も影響して

いたのは健康状態であった.看護職者の仕事は，

夜勤などの不規則勤務や長時間労働，職場での人

間関係のストレスなど，身体的な負担もさること

ながら精神的な負担も大きく，心身を害する人も

少なくない.本研究結果では，症状をもちながら

も治療を受けずに仕事をしている人は，就労継続

意志が低い傾向にあった 症状があっても治療に

つながらない理由として，体調不良を感じていて

も少々のことは我慢している，休みの希望を言い

出しにくい職場の雰囲気や職場のスタッフへの遠

慮が考えられた 対処の遅れはますますの不調を

招き，ひいては離職につながることが懸念される

ため，困っているときには気軽に相談し，助け合

える職場内の人間関係を築くことが重要である.

また，健康に関する相談窓口について，利用した

いと希望する人は3割程度であった その理由と

して，メンタルなことに関する相談は，その原因

が職場内の人間関係にあることが多く施設内部で

は相談しにくいこと，またメンタル以外のことで

相談したいと思っていることが考えられた.同一

施設への定着を促進するためには，過重労働や勤

務形態，職場のストレス，パワーハラスメントな

と職場における様々な悩みを相談できる窓口を

設置しきめ細やかな支援が行える体制を整えて

いく必要がある.

仕事に対する認識の項目の中で，就労継続意志

有に最も影響していたのはノヰタyア原のノ4厚摩ダ

で， 次いで喜子'iKl!ff!l'ニン/¥;7'.4，矛第五月，!!!，ff/:$
Jク，jijflj条f1e疫抑孝子'"4， IL鵠1であった.先行研
究ι7)では，就労継続意志有の人は， r管理システム』
が整っていると認識しており， r仕事上の人間関
係』も良好であると認識していた.また， r専門
職性』においても自律性が認められ， r看護師と
しての自己実現』も高い傾向がみられた.本研究

でも同様の結果を示しており，これらのことから，

就労継続意志の促進のためには，スタッフ間の人

間関係に価値を置き，相互関係を築きながらケア

を展開することで看護の専門職性を発揮し仕事

に対するやりがいや充足感を感じられることが重

要である目また，給料や労働条件，看護部のあり

方など，組織の管理システムを整えていくことが，

将来にわたる雇用の確保につながることが示唆さ

れた.

仕事の満足度の項目の中で，就労継続意志有に

最も影響していたのは労働条件で，次いで看護に

取り組む姿勢，職場の人間関係であった先行研

究では，継続意志がある人は仕事の満足度が高い

という報告はあるものの6，&.11) 仕事の満足度の具

体的な内容との関連を調べた研究は見あたらず，

本研究結果との比較はできない しかしながら，

看護師の職務満足は労働条件，仕事上の人間関係，

病棟への所属感，決定権，仕事に対するやり甲斐

や充実感などと関連していることから&山3) これ

らの満足度の向上を図ることが就労継続意志を促

進することにつながると考えられる.

職場環境の項目の中で，就労継続意志有に最も

影響していたのは人間関係で，次いで定年後も働

けるしくみであった 看護においてはチームワー

クが重要であり， 日々遭遇する問題に対して仲間

同士が協力し合い成果を実現している.職場内の

人間関係が良好で、あることは，精神面にもプラス

に働き，チーム全体のパフォーマンスの向上につ

ながると思われる 仲間と協力し合い，忙しさの

中にもやり甲斐が感じられる職場環境は，仕事へ

のモチベーションを高め，結果として就労を継続

することに寄与すると考えられる また，就労継

続意志有の人は，定年以降も働き続けたいという

意欲がうかがえた定年後も働けるしくみが整っ

ていることは，定年後の生活設計をするうえで経
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済的な安定だけでなく，生涯現役として理想の働

き方を実現するために重要である.

年齢階級別にみると， 20歳代， 30歳代は共通し

て，看護管理システムが整っていると認識し，労

働条件や看護部の管理に対して満足していること

が就労継続意志有に影響していた また， 20歳代

は矛議制控が高いこと， 30歳代以降は， /i;Y'/" 

7sJ，のノ{sJ;広務に価値を置き，看護職として自己

実現が果たせていることが，就労継続意志有に影

響していた特に50歳代は他の年代と比べ，/iタy

ア彫のノ{/l!JN{jぎが就労継続意志有に最も影響して
いたことから，相互に協力し合い信頼できる良好

な人間関係が，円滑な組織運営の要になっている

と考えられた.現実的な労働条件がよいだけでは

なく，専門職者として意欲的に看護に取り組み，

組織の中で自分の役割や能力が発揮できていると

実感できる組織づくりをしていくことが重要で、あ

る.

さらに， 40歳代は他の年代と異なり教育体制の

充実を望む傾向があった これは， 40歳代が新人

教育において重要な役割を果たしている一方で，

その負担がかかり過ぎていることが推察された.

40歳代は年齢が増すにつれ，新人教育や委員会活

動などの組織活動に加え，責任のある仕事や権限

の増加などの管理職としての役割も増え，職務上

のストレスを多く抱えている.中高年の看護師は，

「仕事の困難さJや「働きがいの欠如」から仕事
への意欲が低下している傾向にあり， rパーンア
ウト」の徴候がみられる凶ことから，中高年の看

護師の職務上のストレッサーを軽減し，労働条件

の改善を図る必要がある.また， 40歳代は，看護

師としての自己実現を高く評価し13) 職業的な知

識や技術をより専門的に身につけようと，さらな

るキャリアアップを考える時期でもある 健康で、

看護の仕事に対する生きがいを持って能力を発揮

し続けられるよう，個人の生活スタイルや働き方

に応じた柔軟な対応による支援の充実が必要であ

る.

研究の限界

本研究は， A県内に勤務する看護職者に対象が
限られており，結果を一般化するには限界がある.

また，婚姻の有無，育児や介護の有無，家族構成

等の生活背景については，質問項目に含まなかっ

たため関連性は検討していない

結語

1. A県において，現在の職場での就労を継続す

る意志がある看護職者は73.10/0であった

2. 基本属性において，就労継続意志有に最も影

響する要因は健康状態であった。

3. 仕事に対する認識において，就労継続意志有

に影響する要因はズググプ厳のベ局嫁点次いで、

矛1Jf1fff!l二ンステ.4，言ヂ~=&iρ衣笠，変手TJク，タダ条

f学ζ子五WJf!l~三笠，尉押であった.

4. 仕事の満足度において，就労継続意志有に影

響する要因は労働条件，看護に取り組む姿勢，職

場の人間関係であった

5目 職場環境において，就労継続意志有に影響す

る要因は人間関係が良好であること，次いで定年

後も働けるしくみが整っていることであった

6 看護職員が中途退職することなく働き続けら

れるためには，職場内の協力し合う人間関係づく

り，看護に対するやりがいや充実感を感じながら

働ける仕組みづくりが重要で、ある また，就労継

続意志に関連する要因は年代により異なってお

り，年代に応じた対策に加えて個人の生活スタイ

ルや働き方に応じた柔軟な対応が必要である

本研究を進めるにあたりご協力くださいました施設

管理者の皆様，調査に協力いただきました皆様に深謝

いたします.

本研究は，平成24年度~25年度鳥取県看護職員の継

続就労に関する調査研究委託事業により実施した本

論文は，共著者である畠山久美子が平成25年度鳥取大

学大学院医学系研究科保健学専攻博士前期課程に提出

した論文と同様の研究データを用いて，関連要因に焦

点をあてて分析したものである また，本研究の一部

は，日本看護研究学会第39回学術集会にて発表した.
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